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研究成果の概要 

グラフ状態生成のコストについてランク幅を用いた上下界を導出した。また、特殊なクラスのグラフ

(区間グラフ、置換グラフ、サイクルグラフ)について特別コストが低い生成アルゴリズムを導出した。

これらの結果について論文にまとめた(https://arxiv.org/abs/2402.05874)。具体的には、頂点数 n,

ランク幅 rのグラフのコストの上界 O(rn log n) と下界 n + r – 2 を示した。さらに、区間グラフ、

置換グラフ、サークルグラフについては上界 O(n)を示した。これらのグラフクラスはランク幅がいく

らでも大きくなるので、一般的な上界よりもよい上界が得られたことになる。サークルグラフは頂点マ

イナーに閉じたグラフクラスであり、任意のサークルグラフはランク幅が十分大きな任意なグラフの

頂点マイナーとなる。これらのことから、サークルグラフは通常のグラフマイナー理論における平面グ

ラフと同じような立場のグラフクラスであると考えられる。このような重要なグラフクラスに対する

線形コストのアルゴリズムはこれからの応用が期待される。 
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